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ミネラルウォーターの消費量は近年の自然志向や

健康志向の高まりにより増加してきており、2008年ま

での10年間で年間一人当たりの消費量は6.9リットル

から19.7リットルと約３倍に伸びている1)。都道府県別

生産量の推移統計では、山梨県は全国シェア41％

（2005年）1)と国内第一位であり、山梨県の主要な特

産品の一つとなっている。 

近年のミネラルウォーターの消費拡大に伴い、消

費 者 のミネラル含 有 量 についての関 心 は高 まって

おり、商品を選定する際の材料にするという意見も

多い2)。このことから、山梨県を採水地とするミネラル

ウォーター（山梨県産ミネラルウォーター）の陽イオ

ン含 有 量 の傾 向 を知 ることは、国 内 の他地 域 を採

水地とする国内産ミネラルウォーターとの違いを明ら

かにし、ブランド化を推進するうえで重要である。 

そこで今回、山梨県産ミネラルウォーターについて、

主要なミネラル成分であるナトリウム(Na+)、カリウム

(K+)、カルシウム(Ca2+)、マグネシウム(Mg2+)の各イオ

ン濃度を測定した。 

 

対象と方法 

 

測定は、平成２１年８月から平成２２年２月に入手 

 

*1：現 峡東保健福祉事務所 

 

 

した山梨県産ミネラルウォーター30銘柄、30検体を

対象とした。 

各製品の採水地は都留市・西桂町（Ａ地域、Ａ１

～４）、道志村（Ｂ地域、Ｂ１～２）、山中湖村、忍野

村、富士吉田市、鳴沢村（Ｃ地域、Ｃ１～18）、白州

町（D地域、D１～４）、八ヶ岳地域（E地域、E１～２）

の合計５地域である。 

各イオンの測定は定法 3)に従い原子吸光光度法

(日立Z6100形原子吸光光度計)で行った。 

 

 

結果と考察 

 

１.国内産ミネラルウォーターとの比較 

山梨県産ミネラルウォーターの測定結果を表１に示

した。国内産ミネラルウォーター類259銘柄について調

査した菅原4)の結果（表２）と比較すると、平均値を上

回る銘柄もあったが、下回る銘柄が多かった。いずれ

の陽イオンについても国内産ミネラルウォーターの平

均値±標準偏差を超えるものはなかった。 

採水地域別ではＥ地域でK+が、Ａ地域でCa2+、Mg2+

が平均値を若干上回っていたが、他は平均値を下回

っていた。以上より、山梨県産ミネラルウォーターの陽

イオン含有量は他の国内産ミネラルウォーターよりも比

較的低い傾向にあることがわかった。 
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２.採水地域別の比較 

山梨県産ミネラルウォーターについて採水地域ごと

に陽イオン濃度を比較した（図１）。Na+はＤ,Ａ地域で

高く、K+は地域間での明らかな違いはみられなかった。

Ca2+はＡ,Ｂ地域で高く、Mg2+はＡ地域で高かった。各

陽イオン濃度をWard法でクラスター分類を行ったとこ

ろ、Ⅰ(Ａ地域)、Ⅱ(Ｂ,Ｃ地域)、Ⅲ(Ｃ,Ｄ,Ｅ地域)、Ⅳ(Ｄ

地域)の４群に分かれた（表１）。各群の傾向としてⅠ

群はNa+,Ca+,Mg2+が高く、Ⅱ群はCa2+が高かった。Ⅲ

群はいずれも高いものはなく、Ⅳ群はNa+が特に高か

った。 

地 質 的 に は 富 士 北 麓 地 域 は 玄 武 岩 主 体 で 、

Ca2+,Mg2+の含有量が多い。このことは、高橋らによる

忍野湧水群の調査5)でも報告されている。今回、Ⅰ、

Ⅱ群については概ねこの傾向がみられたが、富士北

麓地域のものでもⅢ群に分類されたものが多かった。

地下水の陽イオン成分の由来は、地質だけではなく、

排水や周辺農地の施肥6～8)、採水井戸の位置や深さ

などの影響が考えられる。今後は陰イオン成分も測定

項目に加えることや、採水井戸についても詳細に調査

クラスター分類 地点 採 水 地 Na+ K+ Ca2+ Mg2+

A1 都留市 7.0 0.9 21.8 6.4

A2 西桂町 9.7 1.9 16.5 7.3

A3 西桂町 12.0 1.8 18.0 8.6

A4 西桂町 9.9 1.7 17.0 6.8

(平 均) 9.7 1.6 18.3 7.3

B1 道志村 4.0 1.3 13.3 2.5

B2 道志村 4.0 1.3 13.4 2.5

C2 忍野村 5.9 2.0 11.7 4.6

C3 忍野村 5.4 1.9 15.2 5.1

C4 富士吉田市 5.9 2.2 13.5 5.8

C13 富士吉田市 5.8 1.6 11.6 4.5

(平 均) 5.2 1.7 13.1 4.2

C1 山中湖村 5.2 1.7 7.0 3.0

C5 富士吉田市 4.8 1.3 6.5 2.8

C6 富士吉田市 4.7 1.2 6.4 2.7

C7 富士吉田市 6.3 1.8 8.8 3.1

C8 富士吉田市 5.1 1.6 8.2 3.6

C9 富士吉田市 7.2 1.5 6.8 2.7

C10 富士吉田市 5.2 1.3 6.8 6.3

C11 富士吉田市 6.5 1.4 5.2 2.0

C12 富士吉田市 7.2 1.6 7.1 2.4

C14 富士吉田市 4.9 1.0 6.4 2.1

C15 鳴沢村 6.1 1.4 6.8 2.4

C16 鳴沢村 5.9 1.0 4.9 1.6

C17 鳴沢村 6.6 1.3 4.4 1.4

C18 鳴沢村 5.7 1.1 7.3 2.1

D1 白州町 12.5 1.0 8.4 3.2

D2 白州町 6.9 2.9 8.8 1.5

D3 白州町 5.5 0.9 4.2 1.0

E1 八ヶ岳地域 6.6 2.2 9.9 3.6

E2 八ヶ岳地域 9.7 1.7 7.7 3.7

(平 均) 6.5 1.5 6.9 2.7

Ⅳ群 D4 白州町 21.7 1.1 7.8 3.1

7.1 1.5 9.7 3.6

(mg/l)

              (全平均)

Ｉ群

Ⅱ群

Ⅲ群

表１ 山梨県産ミネラルウォーター類の陽イオン濃度測定結果 
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することが必要である。 

 

ま と め 

 

山梨県産ミネラルウォーターを対象に、Na+、K+、Ca2+、

Mg2+の濃度を原子吸光光度法で測定した。 

その結果、山梨県産ミネラルウォーターは他の国内産ミネ

ラルウォーターに比較してこれらの濃度は低い傾向にあ

った。また、県内でも採水地域によって濃度に差違の

あることがわかった。 
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表２　国内産ミネラルウォーター類の成分調査結果

( n=259 )

( mg/l ) Na
+

K
+

Ca
2+

Mg
2+

平　　均 14.2 1.8 17.1 4.4

標準偏差 17.1 1.8 24.8 4.8

最　　高 98.7 15.7 336 45.8

最　　低 0.0 0.0 0.0 0.0

菅原（2005)より引用
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図１ 採水地域別の陽イオン濃度 (mg/l ) 


